
新型コロナ ワクチン接種のご案内 

 感染しているかどうか調べるのは、テレビでよく聞く「ＰＣＲ」がまず挙げられます。ウイルスの遺伝子を何十回も処理

して見出す検査で一番確実です。しかし、遺伝子の死骸を検知することもあり、陽性だから即感染と断言できませ

ん。もう一つ「抗原検査」というのもあります。これはインフルエンザ検査と同じ原理で15分程度で結果が出ますがＰ

ＣＲより不確実です。ＰＣＲも抗原も「陰性だから感染していない」とは言えません。陽性の結果と臨床症状を総合的

に判断してコロナ感染と診断します。ＰＣＲをやるかどうかは保健所或いは医師の判断となります。よく当院に「ＰＣＲを

やってくれ」という電話がかかりますが当院でやっているのはＰＣＲではなく、抗原検査です。双方とも「行政検査」と

言われ原則無料です。熱もないのに心配だからという方は医療機関ではなく民間のＰＣＲを利用します。お金と時

間がかかります。民間で陽性だったのに保健所では陰性だったというケースもあります。 
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 ご存知のように狭い院内で接種しま

すので｛密」にならぬように時間は

厳守して下さい。無断のキャンセル

をすると再予約は出来ません。ご自

分で市の集団接種の予約を取って

ください。 

また3週間後の2回目の接種もセッ

トで予約します。限られたワクチンを

できるだけ無駄がなく多くの方に接

種したいのでご協力ください。 

対象は当院に慢性疾患で受診して

いる患者さんに限ります。利き腕で

はない腕に筋肉注射をします。接

種場所を決めるのに肩を触りますの

でＴシャツなど肩を出しやすい服装

で来てください。また自宅で検温は

してきてください。 

接種は一般診療とは別個に行いま

す。国の取り決めで無料です。 
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当院は「予約優先制」です。定期受診の方は待ち時間が少なくなります。もちろ

ん急病の方は予約なしで受診できます。当日の予約は出来ません。 

休診のお知らせ：6月、7月は暦通りの診察です。ただ7月21日は水曜につき休

診、22（木），23日（金）は祝日です。従って3日連続休みとなりますのでご注意！

〒022-0001 大船渡市末崎町字平林75－1 滝田医院 電話0192－29－3108  

内科（循環器、呼吸器、消化器） 
院長 滝田有（たきた たもつ）：医学博士・日本内科学会認定総合内科専門医・日本循環器学会認定循環器専門医 3年ぶりの

院内報 

再開で

す！ 

 予約しないと診てもら

えない→× 

希望すれば薬は何でも

もらえる→× 

早くいけば早く診ても

らえる→× 

薬の事は全部薬局で言

えばよい→× 

医者は病気の事なら何

でも分かる 
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新型コロナウイルスワクチンの予

防接種がようやく始まりました。

65歳以上の高齢者には大船渡、高

田両市とも書類が届いていると思

います。予診票や接種券などです

ので大事に保管して下さい。 

続いて案内チラシ（大船渡の場合

は2枚）が送られています。気仙の

住民がワクチン接種を受ける手段

は①集団接種②個別接種の二通り

があります。①は盛町の市民体育

館で行います。こちらは市の電話

もしくはインターネットで予約し

て下さい。②はかかりつけの医院

（開業医）で行います。当院でも

当然接種します。予約は診察時に

お声を掛けています。電話予約も

原則可能ですが、朝など受付が忙

しい時間は避けて下さい。 

 

 

コロナの検査について（ＰＣＲ、抗原） 



 クルーズ船「ダイヤモンドプリンセス

号」での集団感染で幕を開けた国内の

新型コロナ感染症［ＣＯＶＩＤ19］は早くも

一年を過ぎました。 

当初、開業医レベルでは発熱患者さん

の受診を避ける動きが全国的にみられ

ました。岩手県では感染者ゼロの状況

でしたが7～8月にかけて九つの医療圏

に一か所づつＰＣＲセンターを開きまし

た。気仙では医師会と大船渡市が協力

して設置しましたが、オープンの日は7

月29日、奇しくも県内初感染者出現の

日でした。当院医師は当初からＰＣＲセン

ターの当番となり数例のＰＣＲ検査を行

いました。 

また12月からは「診療・検査機関」とな

り、疑わしい症例に抗原検査を行ってい

ます。医師と介助の看護師は個人防護

具をフル装備して二次感染を防ぎます。

また一般の患者さんとは時間的、空間的

に分離をして院内感染を防ぎます。2月

に一例陽性を検出しましたが「濃厚接

種者なし」との保健所のお墨付きをも

らっています。 

しかしＣＯＶＩＤ１９はいまだ

に収束の兆しなく、接種が

始まったに関わらず、情報

は錯綜し、患者さんの混乱

は深まるばかりです。 

「道しるべ」というには烏滸

がましいのですが、急遽再

開を決めました。 

医師会本来の用務のほか、

未来かなえ機構事務局の

立て直し（事務局長の異動

等）で汲々としていた矢先に

ＣＯＶＩＤ１９が発生し自院の

みならず気仙全般の医療を

考えねばならず、院内報を

作成する余裕がなくなって

いました。 

ＣＯＶＩＤ１９に明け暮れたこの一年 

なぜ院内報を再開したのか？ 

あなた、普通の内科では呼ばれるまで何時間

も待たされますよね。それと同じです。ただし

当院は予約優先制にしてからは最大でも90

分以上は殆ど待たせません。 

Ｑ３：予約って意味あるの？面倒だよ 

Ａ３：予約の目的は新型コロナ流行の現

在、「密」になるのを避ける意味がありま

す。またコロナの抗原検査もやっているの

で、一般の患者さんとコロナ疑いの患者

さんを分離するために必要です。 

予約優先制のＱ＆A(改訂版） 

 Ｑ１：9時の予約だったら9時台

に行けば良いってこと？ 

Ａ１：違います！9時にはいつでも診察で

きる状態で待合室にいて下さい。9時半まで

に来なければ次の9時半の予約の方の順番

です。 

Ｑ２：予約しなくとも電話は必要？ 

Ａ２：不要です。ちなみに当日の予約は

出来ません。それを話すと「えーっ」という
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